交通事故 のない 安全で 安心な 車 社会は、 全道 民の 願いです。 

交通安全を 自らの ことと 捉え、 交通 ルールを 守り、 思いやりの ある 運転に 努める 
とともに、 次の ことに 注意して 車を 運転し ましょう。 

高齢 運転者は、 身体 機能の 変化が 運転に 与える 影響を 自覚して、 年齢に 応じた 
安全運転に 努める ことが 重要です。 

高齢 歩行者は、 外出す る 時は、 明るい 服装で 夜光 反射 材を 身に つける とともに、 
自分の 身体 能力の 変化を 認識し、 通り 慣れた 道で も、 道路を 横断す る 際は、 左右を 
よく 見て 車に 注意して 横断歩道を 渡り ましよ 5。 


「飲酒運転」 「速度の 出し 過ぎ」 「居眠り運転」 などに よる 重大 交通事故が 多く 発 
生して います。 

運転者は、 交通 ルー ルを 守り、 危険を 予測す る 「かもしれ ない 運転」 を 励行し、 交 
通の 危険 や 変化を 見落とさない ようにし ましょう。 

シー トべ ル トを 着用して いれば 助かった 方が 数多くい ます。 

シー トべ ル トは、 運転者と 同乗者の 「命綱」 です。 「乗ったら 締める」 「乗せたら 締 
めさせる」 「締めてから 発進す る」 習慣を つけましょう。 

運転者は、 自転車の 動向に 十分 注意して 下さい。 

また、 自転車 利用者は、 自転車が 車両で ある こと、 車道は 左側通行、 歩道を 通行 
できる 場合 も 歩行者優先の 運転を するとと もに、 夕暮 時は 前照灯を 早めに 点灯し 
CK しよ つ 0 
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北海道の 交通 情勢 


( 1 ) 地域の 特性 

1 ) 地形と 気象 

北海道は 国土 面積の 約 22% を 占め、 九州 • 
四国 • 岩手県 • 宮城県を 合わせた 面積に 匹敵す 
る 広大な 地域で ありながら、 人口は 総人口の わ 
ず か 4.2% で、 さらに 各市 町村が 分散して いる 
ため、 生活圏 や 行動 圏が 広く 自動車 交通への 依 
存 度が 極めて 高い という 特性を 持って います。 

また、 冬季の 積雪 • 寒冷な 気象が 四季の 変化 
を はっきり とさせ、 季節 ごとに 道路交通 環境が 
明確に 異なる という、 他府県には 見られない 特 
徴 があります。 


北海道 


(北方領土 含む） 


国土 交通 省 国土地理院 測 図 部 調査 資料 謀 
「全国 都道府県 市区 町村 別面稽 調」 

(平成 30 年 10 月 1 日） 


九州 + 四国 + 岩手県 + 宮城県 


2) 道路交通 環境 

広大な 面積、 明確な 四季の 変化は、 次の ような 北海道 特有の 道路交通 環境 
を 作り出して います。 

• 都市 間 距離が 長  < 、主要都市を 結ぶ 交通 需要が 高い 
• 郊外の 幹線道路は 道路 幅が 広く、 直線 道路が 多い 
• 自動車の 走行 速度が 全国と 比べて 速い 
•冬季は 積雪な どに より 道路 幅が 狭まり、 交通 容量が 低下す る 


(2) 北海道の 交通 情勢の 推移 

北海道は 全国 平均を 上回る スピードで 人口 減少と 高齢 化が 進んで いる 地域 
です。 この 5 年間の 北海道の 免許 人口は ほぼ 横ばいで、 交通事故 死者 数は 
16. 6 ポイント 減少して います。 しかし、 免許 人口の 内訳を 見る と、 この 5 年 
間で 25 歳 未満の 若年 者 免許 人口が 4.7 ポ イン ト 減る 一方で、 65 歳 以上の 高齢 
者 免許 人口は 逆に 15.7 ポイント 増加して います。 この ことから、 北海道では 
運転免許 保有者の 高齢 化が 着実に 進んで いる ことが 分かり、 交通 情勢に おい 
て も 高齢者 層の 割合が 高まって いると いえます。 


•運転免許 人口 及び 交通事故 死者 数の 推移 (過去 5 年間) 


(指数) 

125 

120 

115 

110 

105 

100 

95 

90 

85 

80 


- 〇 -  総 免許 人口 

若年 者: 25 歳 未満 


75 


区 

分/年別 

26 年 

27 年 

28 年 

29 年 

30 年 

総 

免許 人口 

3,391,026(100.0) 

3,388,004(  99.9) 

3,380 ,691(  99.7) 

3,372,541(  99.5) 

3,362,940(  99.2) 1 

若年 者: 25 歳 未満 

215,691 (100.0) 

212,33 4(  98.4) 

211,540(  98.1) 

208.96 2(  96.9) 

205,511(  95.3) 

高齢者: 65 歳 以上 

694,783 (100.0) 

730,308 (105.1) 

754，163 (108. 5) 

780.69 7(112.4) 

803,91 0015 .7) 

交通事故 死者 数 

169(100.0) 

177004.7) 

158(  93.5) 

148(  87.6) 

141(  83.4) 

※ぐ ） 内は 平成 26 年を 100 とした 指数 
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^ 交通事故の 概要 _ 

(1) 全国 •北海道の 人身 交通事故 発生の 推移 


この 5 年間の 人身 交通事故 発生 件数は 全国で 25.0 ポ イン ト 減少 しています 
が、 北海道では 19.1 ポ イン ト 減少して います。 一方、 交通事故 死者 数は 全国 
で 1 4.1 ポ イン ト 減少して いますが、 北海道では 1 6. 6 ポ イン ト 減少して いま 
す 0 


•人身 交通事故 発生 件数 •死者 数の 推移 (過去 5 年間) 


(指数) 

110 


100 


90 


80 


70 


区 

分 

/年 

別 

26 年 

27 年 

28 年 

29 年 

30 年 

全 

発 

生 件 

数 

573.842 (100.0) 

536,78 9(  93.5) 

499.201(  87.0) 

472.16 5(  82.3) 

430,601(  75.0) 

国 

死 

者 

数 

4,113 (100.0) 

4.117 (100.1) 

3,90 4(  94.9) 

3,630(  88.3) 

3,532(  85.9) 

北 

発 

生 件 

数 

12,274 (100.0) 

11.12 3(  90.6) 

11,32 9(  92.3) 

10.81 5(  88.1) 

9,931(  80.9) 

ルリ 

道 

死 

者 

数 

169(100.0) 

177(104.7) 

158(  93.5) 

148(  87.6) 

141(  83.4) 

※ぐ ） 内は 平成 25 年を 100 とした 指数 
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(2) 北海道の 交通事故の 概要 

1) 交通事故の 年別 推移 

交通事故 による 死者 数は、 初めて 全国 ワース ト ワンに なった 昭和 45 年で 
882 人、 最多は 翌 46 年の 889 人でした。 

平成 4 年から 14 年までは 1 1 年 連続 全国 ワース ト ワンと いう 厳しい 状況が 続 
きました が、 平成 18 年から 20 ◦人 台に 減少し、 平成 25 年 以降は 連続して 
1 00 人 台で 推移して います。 

平成 30 年の 死者 数 141 人は、 交通 統計の 記録が ある 昭和 22 年 （150 人） 
以降、 最も 少ない 死者 数です。 

交通事故の 発生 件数は、 平成 12 年の 30,806 件が 最多で、 平成 21 年 以降 
は 1 万 件 台に 減少し、 平成 28 年に 増加に 転じた 他は 減少 傾向に あり ます。 

平成 30 年は 1 万 件を 割り、 昭和 41 年 以降、 最も 少ない 発生 件数です。 

その 要因と しては、 運転者の 安全運転 意識の 向上、 安全 施設 や 道路の 整 
傭、 車両の 安全性 能の 向上、 救急 医療 体制の 整備 等が 考えられます。 


•人身 交通事故 発生 件数 •死者 数の 推移 (過去 1 0 年間） 

(発生 件数）  〇 — 〇 人身 交通事故 発生 件数 籲~0 死者 数  （死者 数) 


2) 全国と 比べた 北海道の 交通 死亡 事故の 特徴 （過去 3 年間） 

交通 死亡 事故を 全国と 比べる と、 四 輪 乗車 中の 割合が 高く なって います。 
事故 類型 別では 正面衝突、 事故原因 別では 最高 速度違反 による 事故が 多い の 
が 特徴です。 


•死者の 状態 別では、 全国に 比べて 四 輪 乗車 中の 割合が 高い (死者 数 対比） 

33.9% 


北海道 


55.7°, 


全国 


•事故 類型 別では、 全国に 比べて 正面衝突の 割合が 高い (事故 件数 対比） 


北海道 


18.4 


9.7%| 全国 


•事故原因 別では、 全国に 比べて 最高 速度違反の 割合が 高い (事故 件数 対比) 

北海道 


10.2 〇, 


4.3% 全国 

北海道 


•死傷者 100 人に 占める 死者 数 (死者 ぼ; 傷者 爛) は 全国 


死亡 事故を 年齢層 別 （第 1 当事者） でみ ると、 65 歳 以上の 高齢者 （構成 率 
26.7%) が 最も 多く、 次いで 4 〇歳代 （同 17.3%) 、 5 〇歳代 （同 16.3%) 
の 順と なって います。 


3) 交通 死亡 事故の 原因 

過去 3 年間の 死亡 事故の 原因を みると、 約 6 割が 「安全運転 義務 違反」、 具 
体 的には 「前方 不注意」 や 「操作 不適」 などの、 いわゆる "うつかり •ぼん 
やり 運転” となって います。 


春 死亡 事故の 原因 (過去 3 年間) 


•安全運転 義務 違反の 内訳 (過去 3 年間) 


安全 不 確認 

6.3% 


- その他 

8.1% 


歩行者 妨害 

6.4% 

一時 不 停止 

3.3% 

信号無視 

1 .9% 

追 越し 

1 .4% 


※ 「過去 3 年間」 とは 平成 28 年から 平成 3  ◦年までを いう （以下 同じ）。 
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•主要国 道での 交通 死亡 事故 発生 状況 (過去 3 年間) 


国道 (号） 

始 •終点 

距離 (km) 

死者 数 

5 号 

函館 市〜 札幌市 中央 区 

279.6 

14 

12 号 

札幌市 中央 区〜 旭川 市 

136.2 

16 

36 号 

札幌市 中央 区〜 室 蘭 市 

133.2 

12 

37 号 

山 越 郡長 万 部 町〜 室 蘭 市 

80.8 

2 

38 号 

滝川 市〜 釧路市 

298.7 

13 

39 号 

旭川 市〜 網 走 市 

213.6 

5 

40 号 

旭川 市〜 稚内市 

249.8 

7 

国道 (号） 

始 •終点 

距離 (km) 

死者 数 

44 号 

釧路 市〜 根 室 市 

124.8 

2 

228 号 

函館 市〜 桧山郡 江 差 町 

151.5 

3 

229 号 

小 樽 市〜 江 差 町 

307.0 

3 

230 号 

札幌神 央 区〜 久遠 郡せ たな 町 

195.4 

6 

237 号 

旭川 市〜 浦 河 町 

260.0 

6 

274 号 

札 幌市北 区〜 川上 郡 標茶町 

371.8 

3 

275 号 

札黼幌 〜枝報 浜 頓別町 

315.2 

2 

〇 正しい 「情報 認知」、 素早く 適正な 「判断」、 rl 作 D 

人間の 注意力 や 判断力には 限界が あります。 常に 良好な 心身の 状態を 保 
ち、 危険を 予測した 防衛 運転に 徹する ことが ドライバーの 責務です。 


事故の 約 90% は 
運転者の 認知の 遅れ 
と 判断の ミスから 起 
ぎています。 


正しい 合図を 実践し ましょう! 


右折 や 左折、 進路 変更な ど、 運転 中 
の 合図には、 他 車の ドラ イノ （一 や 歩行 
者、 自転車 利用者に 自 車の 行動を 事前 
に 知らせる という 重要な 役割が あり、 
合図が 遅れたり 合図を 怠ったり すると、 
交通事故を 招く 危険が あります。 

合図の 重要性を しっかり 自覚して、 ど 
の 時点で 行う のかを 再 確認し、 正しい 
合図の 実践に 努めましょう。 


■合図と その 開始 時期  ※■交 差沉 の 合 跡' よび 和よ る 合図を 除く 


右折、 左折 (方向 指示 器） 

右 •左折し ようとす る 地点 (交差点 
で 右 •左折す る 場合は その 交差 
点） から 30  メー ト ル 手前の 地点 
に 達した とき 

転回 (方向 指示 器） 

転回し ようとす る 地点から 30 
メー  ト ル 手前の 地点に 達した とき 

進路 変更 (方向 指示 器） 

進路を 変えよう とする 時の 3 秒 前 

徐行、 停止 (ブレーキ 灯） 
後退 (後退 灯） 

その 行為を しようと するとき 
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tlb 海道で 多い 事故の ■態 


過去 3 年間の 死者 数 （死者 数 対比） を 事故 類型 別で 見る と、 次の 3 つが 多い 
実態に あります。 


•歩行者 事故 
•車両 単独 事故 
•正面衝突 事故 


143X(32.0%) 
120 人 (26.8%) 
93 人 (20 ■日0/ 〇) 


これら 3 つの 事故 形態に よる 死者 数は 356 人で、 過去 3 年間の 交通事故 死者 


数 447 人の 79.6% を 占めて います。 発生 件数で 比べても、 これら 3 つの 事故 
形態は 全国と 比べて 9.9 ポ イン ト 多い 実態に あ ります。 

^ 歩行者 被害の 事故 

( 1 ) 発生 状況 


歩行者 被害の 事故は、 過去 3 年間の 死者 数が 1 43 人で 全 死者 数の 32 .0% を 
占めて います。 時間 別では、 143 人のう ち 76 人 （53.1%) と 5 割 以上は 16 
〜 22 時の 夕方から 夜間に 集中して います。 場所 別では、 市街地で 131 人 
(91.6%) と 大半を 占めて います。 また 道路 横断 中に おける 方向 別では、 右 
から 左への 横断 者 68 人 （66.7%) と 大半を 占めて います。 


歩行者 事故 死者 数  9^ 


•歩行者 死亡 事故の 時間 別 発生 状況 (過去 3 年間) 
1 6 時〜 22 時に 集中、 1 43 人中 76 人 •  53. 1 % 


〇〜 2 時 10 人 (7.0%) 

12 〜 14 時 

5 人 (3.5%) 

2 〜 4 時 

6 人 (4.1  %) 

14 〜 16 時 

9 人 (6.3%) 

4 〜 6 時 

8 人 (5.6%) 

16 〜 18 時 

38 人 (26.6%) 

6 〜 8 時 

5 人 (3.5%) 

18 〜 20 時 

19 人 （13.3%) 

8 〜 10 時 

8 人 (5.6%) 

20 〜 22 時 19 人 （13.3%) 

10 〜 12 時 

8 人 (5.6%) 

22 〜 24 時 

!  8 人 (5.6%) 

•歩行者 死亡 事故の 場所 別 発生 状況 
(過去 3 年間） 


交差点 

0.7% 


カーブ 

1 .4% 


•道路 横断 中に おける 死亡 事故の 方向 別 状況 
(過去 3 年間） 
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(2) 高齢 歩行者 被害の 交通事故の 状況 

過去 3 年間の 歩行 中の 交通事故 死者 数は 計 1 43 人です が、 その 5 ち 65 歳 以上 
の 高齢者は 107 人 (74.8%) で 全体の 7 割 以上を 占めて おり、 75 歳 以上の 高齢 
者は 82 人 (57.3%) となって います。 

高齢 歩行者 被害の 死亡 事故の 月別 発生 状況は、 日が 暮れる 時間が 早まる 11 月 
と 12 月に 多発して います。 

また、 日没前 後 1 時間の 高齢 歩行者の 死者 数を 見る と、 日没前 1 時間では 年間 3 
人で あるのに 対して 日没後 1 時間では 年間 27 人と なって おり、 日没後の 1 時間が 
危険な 時間帯で ある ことが 分かります。 


•歩行者 被害の 死亡 事故の 月別 発生 状況 (過去 3 年間) 
高齢者  高齢者 以外 22 1 

20 — 


•発生 月別 •日没前 後 1 時間の 高齢 歩行者の 死者 数 (過去 3 年間) 


※日没 時刻は 札幌を 基準と した 


(3) 夜間の 視認性 等に ついて 

夜間は 前照灯で 見える 範囲が 限られ、 視認 性が 低下して 暗闇に 潜む 危険を 
見落とす おそれが あり ます。 

色 別によ る 夜間の 視認 性は、 白色 や 黄色な どの 明るい 色は 目につきます。 
しかし、 黒色 や こげ 茶色な どの 暗い色は 近づく まで 認識で きません。 あら か 
じめ 視認 性の 低下に よる 危険を 予測し、 事故を 回避す るた め、 その 状況に 応 
じた 速度の 調整 等の いわゆる 「防衛 運転」 が 必要です。 

自 車の 前照灯と 対向車の 前照灯の 光が 交錯す る ことで 「蒸発 現象」 が 生 
じ、 横断 中の 歩行者 や 自転車が 一瞬 「見えない 状態」 になります。 特に 降雨 
時 や 雨上がりの 路面 湿潤 時は この 現象に 配 意した 慎重な 運転が 必要です。 
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50m 手前からの 前照灯を 下向きに 
した 場合、 白、 青、 黄は かろう じ 
て 認識が できる。 


50m 手前からの 前照灯 上向きの 場 
合、 黒、 こげ 茶は 認識が 難しい。 


籲 蒸発 現象 


• 夜間は 道路の 右側 部分は 前照灯の 照射 外で、 右 か 
らの 横断 歩行者が 発見 しにくくな ります。 

• 夜間に おける 対向車の 直後からの 横断 歩行者は、 
対向車の ライ トで 目が 眩惑され て 見落とし がちで 
す 0 


陕 車國 虫事晬  : 二：—-— 

車両 単独 事故に よる 過去 3 年間の 死者 数は 1 20 人で 全 死者 数の 26.8% を 占 
めて います。 車両 単独 事故の 原因は 「操作 不適」 や 「前方 不注意」 などの 
「安全運転 義務 違反」 が 全体の 68.3% と 多く、  「最高 速度違反」 は 25.8% 
となって います。 高速 走行 や 凍結 路面での スリップ などに よって 車の コン ト 
□-J レを 失っ た 時 や 居眠り 運転、 ぼんやり 運転が 原因 となっ て路 外への 飛び出 
し、 立 木 や 電柱、 防護 柵に 衝突す る ケースが 多い 事故です。 


車両 単独 事故 死者 数 


.車両 単独 死亡 事故の 違反 別 発生 状況 
(過去 3 年間） • _ その他 

5.9% 


安全 速度 

5.0% 


I 車両 単独 死亡 事故の 場所 別 発生 状況 
(過去 3 年間）  | - 交差点 

8.3% 


— 直線 

1 2.5% 


-力ー ブ 

4.2% 


交差点 

3.3% 


€t  ；! 面 歴*1 


正面衝突 事故の 過去 3 年間の 死者 数は、 93 人 （20.8%) と 全 死者 数の 約 2 
割を 占めて おり、 正面衝突が 死亡に つながり やすい ことを 示して います。 
正面衝突 死亡 事故の 原因は、 「操作 不適」 「前方 不注意」 などの いわゆる 
「安全運転 義務 違反」 が 全体の 84.9% を 占め、 多くは 直線 道路での 速度違反 
や 無理な 追い越し、 カーブでの アクセル、 ブレーキ 操作 不適に よる もので 
す。 

わずかな 操作 5 ス でも センターラインを はみ出す と 重大 事故に つながり ま 
す。 特に 冬 道は センターライン や 外側 線な どの 道路標示が 見えに くいので 注 
意が 必要です。 

正面衝突 死者 数  趣 


•正面衝突 死亡 事故の 場所 別 発生 状況 
(過去 3 年間） 


•正面衝突 死亡 事故の 違反 別 発生 状況 
(過去 3 年間） 

追 越し 違反 

4.3% 


その他 

1 .0% 


安全 速度 

5.4% 


カーブの 危険性 

〇 見通しが 悪いた め、 カーブ 
の 大きさが 分かりにくい。 

〇 遠心力で カーブの 反対側へ 
飛び出そう とする。 

〇 対向車が センターラインを 
オーバーして くる 場合が あ 
る。 

〇 カーブの 先が 読めない ので 
駐車 車両 等 障害物の 発見が 
遅れる。 

〇 カーブ 内で ブレーキを かけ 
ると 横 すべりを 起こ しやすい。 


曲線 半径と 安全 速度 
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居眠り運転 令覚低 走行 I こよる 死者が 多い 

(1)  居眠り運転の 実態 

過去 3 年間に おける 正面衝突と 車両 単独 事故の 死亡 事故の 件数は 1 93 件 
(死者 数 2 13 人） で、 全 死亡 事故の 45.6% を 占めて います。 

この 中には、 ブレーキ、 スリップ などの 形跡、 痕跡がない、 周囲に 脇見の 
要因と なる ものがない、 郊外の 直線 または カーブで 対向車線への はみ出し や 
路 外に 逸脱して いるな ど、 「居眠り運転」 または 「覚低 走行」 が 原因と 見ら 
れる 事故 も 発生 して お ります。 

「覚低 走行」 とは、 睡眠不足 や 過労 状態で もない 良好な 心理状態で 運転 中 
に、 眠気の 自覚がない にもかかわらず、 注意力が 居眠り運転 時と 同じく らい 
著しく 低下した 状態になる ことです。 この 「覚低 走行」 は 2 〜 3 秒と 瞬間 的に 
発生す る r こめ ドライバーの 自覚は 低い のです が、 何度か 繰り返され ると 「居 
眠り 運転」 に 至る 危険性が 高くな ります。 

(2)  居眠り運転 や覚低 走行の 予防 ポ イン ト 

①  居眠り運転 

単調な 道路を 運転して いると 睡魔は 2 時間 サイクルで 襲って きます。 道の 駅 
などで 2 時間に 1 回 以上は 休憩を と り ましよう。 

運転 中に 睡魔が 襲って きたら 短時間 （15 分 程度） の 仮眠が 効果的で あると い 
われて います。 駐車 帯 等の 安全な 場所に 駐車して 短時間の 仮眠を とりまし よう。 

② 覚低 走行 

視線を 一点に 固定す ると 「覚低 走行」 に 至る 危険性が 高くな ります。 ス 
ピー ドメー ターの チェック や、 サイド ミラー での 後方 確認な ど、 意識的に 視 
線を 動かして 脳に 刺激を 与え ましよう。 

(3)  居眠りを 催す 時間帯 

これまでの 研究 結果から、 眠気の 原因は 睡眠不足と 体内 リズムに よって 生 
じる といわれて います。 1 2 時間 サイクルでの 眠気は 午後 2 時 頃に 催します 
が、 日中の 眠気の 中で 最 ft 
多く の 人が 眠たく なる 時間 
帯です。 ここに 単調な 運転 
中な どに 発生す る 2 時間 サ 
イク ルの 眠気が 重なった 
時、 強い 眠気が 襲って 来る 
ことから 「魔の 時間帯」 と 
いわれます。 


■ 眠気を 催す 時間帯 


蘭の 時間帯 


13 


〇 北海道 石高## 運転免許 灭 5  ) 

高齢者 運転免許 人口は、 この 1 0 年間で 約 1 .5 倍に 増加 


65 歳 以上の 高齢者の 免許 人口は、 平成 21 年では 約 52 万人で したが、 平成 
30 年には 約 80 万人と なり、 この 1 ◦年間で 約 1 .5 倍に 増加し ま した。 

北海道は 人口 減少と 高齢 化が 進んで おり、 国の 推計では 1 0 年後には 北海道 
の 総人口は 約 468 万人と なり、 平成 30 年の 約 534 万人から 約 66 万人 減少 
し、 高齢 化 率は 平成 30 年の 30.3% から 35.6% まで 高まる と 予測され てい ま 
す。 また、 北海道は 各市 町村が 点在す る 広域 分散型の 地域 構造 や 積雪 寒冷と 
いう 気象 条件に より、 自動車 交通 依存度は 他府県と 比べて 極めて 高く なって 
います。 

このような 地域 特性の 中で、 北海道の 高齢者 運転免許 人口は 1 年後には 82 
万人 台に 増加す ると 予測され ています。 


〇 北海道の 高齢者の 人口と 免許 人口の 推移 

過去 10 年間で 


•高齢者 人口は 約 1.2 倍に 増加 
•高齢者 運転免許 人口は 約 1 .5 倍に 増加 
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指数 

200  - 

■高齢者 人口  平成 30 年 121 .7( 平成 21 年を 100 とした 指数) 

• 高齢者 免許 人口  平成 30 年 153.9  (平成 21 年を 1 00 とした 指数) 


■高齢者 人口 及び 高齢者 免許 人口の 推移 


区 芬、'  屬 

21 年 

22 年 

23 年 

24 年 

25# 

26 年 

27 年 

28 年 

29 年  30 年 

高齢者 人口 （人) 

1,330 ,535  1,339,274 

1,353,481 

1.405 ,319  1,451,627  1.462,090  1,498.651 

1,555,688 

1,589,259  1,618,695 

指数 

100.0 

100.7 

101.7 

105.6 

109.1 

: 109.9 

112.6 

116.9 

119.4  121.7 

高齢者 免許 人口  (人) 

522,515 

535,729 

557,716 

594,968 

641,130 

694,783 

730,308 

754,163 

780,697  803,910 

指数 

100.0 

102.5 

106.7 

113.9 

122.7 

133.0 

139.8 

144.3 

149.4  153.9 

赵 北海道の 高齡 運転者の 人身 交通事故 発生 推移 

人身 交通事故に 占める 高齢 運転者の 事故 件数の 割合は この 1 〇 年間で 1 .6 倍に 増加 

高齢者 運転免許 人口の 増加に 伴い、 高齢 運転者に よる 人身 交通事故が 急増 
しています。 平成 30 年中の 人身 交通事故の 発生 9,931 件のう ち、 65 歳 以上 
の 高齢 運転者に よる 人身 交通事故の 発生は 2,525 件で 全体の 25.4% を 占めて 
います。 

人身 交通事故の 年齢 別 発生 件数では、 平成 26 年 以降は 高齢 運転者が、 2 割 
以上を 占めて います。 


■人身 交通事故に 占める 高齢 運転者の 事故 件数の 割合 

一‘  一“  一‘  一-“ 


区'^'、  年別 

21 年 

22 年 

23 年 

24 年 

25 年 

26 年 

27 年 

28 年 

29 年 

30 年 

発生 件数 （件) 

1  19,503 

18.088 

16.395 

14.973 

13.722 

12,274 

： 11,123 

11,329 10,815 

9,931 

: 高齢者 事故餓 (件): 

3.095 

3.022 

2.770 

2,734 

2,674 

2,586  2,541 

2.512 

2,630 

2,525 

占 率 

15.9 

16.7! 

16.9 

18.3 

19.5 

21.1 

22.8 

22.2  ； 

24.3  : 

25.4 
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〇 北海道の 高 i 運転者に よる 交通事故 分析 藏 (過去 3 年間)) 

発生 状況 

高齢 運転者に よる 交通 死亡 事故を 類型 別で 見る と、 車両 単独 や 正面衝突、 
人 対 車両、 出会い頭の 事故な どが 目立ちます。 これらの 事故を 原因 別に 見る 
と、 無謀 運転を している わけでは なく、 前方 不注意、 操作 不適と いった ミス 
による 安全運転 義務 違反が 77.5% と 大半を 占めて います。 


•高齢 運転者の 事故 類型と 事故原因 (過去 3 年間) 


一時 不 停止 

5.0% 


追い越し 3.3% 

その他の 安全運転 
義務 違反 5.0% 

安全 不 確認 

2.5% 


動静 不 注視 

1.7% 


追突 1 .7% 


歩行者 妨害 

1 .7% 
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高齢 運転者の 交通事故 防止 ポ イン ト 


• 交差点に おける 安全 確認 

一時停止 標識の 設置され ている 交差点では 確実に 停止し、 設置の ない 交差点 
についても 確実に 左右の 安全 確認を してく ださい。 

• 走り 慣れた 道路は 要注意 

走り 慣れた 道路では 「我が家 感覚」 で 警戒心が 乏しくなり、 安全 確認を 怠る 傾 
向が あります ので、 注意して ください。 


• ゆとりを 持って 

例えば 右折 時、 高齢 運転者は 対向車の 速度では なく 距離で 判断す る 傾向が あ 
ります。 常に ゆとりを 持った 運転に 心がけて ください。 


• スピードは 控え目に、 車間距離は 十分に 


視覚 機能の 低下で 視野 も 狭 くなります。 
り 情報の 認知が 遅れ 危険です。 

また、 加齢に よる 身体 能力の 低下を 補 
うため、 車間距離を 十分に とる ことを 習 
慣 づけて ください。 


• 長時間の 運転は 避ける 

長時間の 運転は 眠気を 誘う ほか、 注意 
力 や 反射 能力の 低下、 手足の こわばりな 
ど、 安全運転に 支障が でて きます。 


ス ピー ドを 出す と 視野は さらに 狭くな 
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4| 北海道の 自転車 事故の 実態 


€t  自転車 事故の 発生 状況 


交通事故に 占める 自転車 対 車の 事故の 
発生 割合を 過去 3 年間で 見る と 右 図のと 
おりです。 

自転車 事故は 他の 交通事故と 比べ 発生 
した 時は、 被害の 程度は 比較的 大きく、 
死亡と いう 事態 も 懸念され ます。 

ドライバーと しては、 自転車 事故を 防 
ぐた めに 「自転車の 交通 ルール」 を 知る 
とと ft に 「自転車の 通行」 状況を 見極め 
る ことが 大切です。 


•事故 件数と 死者 数 (過去 3 年間) 


(構成比 4.5%) 


狂  類型 別の 自転車 事故 


) 


過去 3 年間の 自転車 対 車の 交通 死亡 事 
故の 発生は 20 件です。 

類型 別では、 「出会い頭」 による 事故 
の 発生が 10 件 （50.0%) と 最も 多い こ 
とから、 相互に 交差点へ さしかかった 時 
は 左右の 安全 確認を 励行し、 事前に 危険 
を 回避す る ことが 大切です。 


その他 


〇 自転車 事故を 防止す るた めの ポ イン ト _ ) 

• 自転車の 保護 

自転車は 歩道と 車道の 区分が あると ころでは、 原則として 車道を 通行し ます。 
車道を 通行す る 自転車の 安全に 十分 配慮し ましよう。 
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• 交差点と その 周辺では 

•右折 時は 対向車の 後方から 来る 自転車 や 右折 先の 横断歩道を 渡る 自転車に 
注意す る。 

• 左折 時は 後方から 来る 自転車の 巻き込 
み 事故を 予測し、 左 後方を 十分 確認 
し、 左側 端に 寄り 徐行して 左折す る。 

• 信号の ない 交差点では 出会い頭 事故を 
予測して 徐行、 または 一時停止 する。 

參 車道では 

•前方を 走る 自転車を 見かけたら、 まず 
減速し 動きの 変化を 確認す る。 

• 歩道から 車道へ 飛び出す 自転車に 注意す る。 

- 建物 や 塀、 樹木な どで 見通しの 悪い 道路では 飛び出しを 予測して 減速す る。 

• 夜間は 

•無灯火の 自転車 や 黒っぽい 服装の 自転車 利用者に 十分 注意す る。 

• コンビニ など 明るい 場所の 前後は 暗く 見える ので、 見落としに 十分 注意す 
る。 また、 店舗 周辺では 不規則 横断す る 自転車を 予測す る。 

•薄暮の 時間帯は 視界が 悪い ので 前方 左右を よく 確認す る。 
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5. 二輪車の 安全運転 


二輪車の 事故_ j 

過去 3 年間の 二輪車 事故を 発生 場所 別で 見る と、 市街地の 交差点 (30.9%) 、 直 
線 （16.0%) や 郊外の カーブ (27.2%)、 直線 （18. 5〇/〇) などで 多く 発生して いま 
す。 二輪車 事故の 大半は 車両 相互 (60.5%) や 単独 (24.7%) です が、 これを 違反 
別で 見る と 安全 不 確認 や 前方 不注意 等、 いわゆる 安全運転 義務 違反が 67.9% を 
占めて います。 

市街地は 運転者に とって 注意すべき 要素が 多いた め、 見落とし や 思い込みが 生 
じ やすく、 車体の 小さい 二輪車は 事故に 遭い やすいと いえます。 二輪車 事故を 防 
止す るた めには、 危険を 予測す る" かもしれ ない 運転” を 励行す る 必要が あります。 


•二輪車 人身事故の 場所 別 発生 状況 
(過去 3 年間） 


人身事故 件数 


交差点 

7.4% 


二輪車との 事故を 防止す るた めに 


二輪車との 交通事故を 防止す るには、 二輪車の 運転者 だけでなく、 四輪車 
の 運転者 も 注意すべき ポイントが あります。 


• 左折 時の 巻き込みに 注意 

四輪車が 左折 するとき、 後方 左側を 直進す る 二輪車の 巻き込み 事故が 多発 
しています。 二輪車は 四輪車に 比べて 小さいた め、 確認し にくい 上、 左折を 
始める と 後方に 死角が 生じる ケース も あり ます。 後方を 十分に 確認 してから 
左折を 始める ことが 必要です。 

• 右折 時の 直進す る 二輪車に 注意 

四輪車が 右折 するとき、 対向車線 にも 右折 車が いると、 その後 方から 直進 
する 二輪車が 見えない ことがあります。 また、 直進す る 二輪車を 視認 して 
も、 四輪車と 感覚が 違うた め 速度 や 距離を 見誤る ケース もあります。 右折 時 
は 右折 先の 歩行者 同様、 直進 してく る 二輪車に も 十分 注意す る ことが 必要で 
す 0 
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• 進路 変更 時の 死角に 注意 

走行 中に 進路を 変更 するとき、 後方の 視界に 一部 死角が 生じる ことがあり 
ます。 四輪車なら 視認 できても、 二輪車 だと 見落として しまう 可能性が あり 
ますので、 進路 変更す る 前に 後方を しっかり 確認す る こと が 必要です。 


• 気温 •天候の 変化に 注意 

広い 北海道は 地域に よっ て 気象 条件が 大き く 異なります。 ツーリング 
中に 天候が 急に 変化して 気温が 下がる と、 体が 硬くな り、 動きが 悪くな 
ります。 海岸線を 走行 するとき は 強い 風に よる 影響 も 考慮した 服装を 用 
意し ましよう。 

• 速度を 出し やすい 

交通量が 少なく、 道路 幅が 広い、 直線 道路では ついつ い 速度を 出して 
しまいが ちです。 常に ス ピー ド ダウ ンを 心掛け ま しよう。 

• 長距離 運転に よる 疲労 運転 等 

他府県と 比べる と 面積の 広い 北海道では 長距離 運転が 多くなる ため、 
疲労 運転 やぼん やり 運転に なり がちです。 ゆとりを 持った ツー リン グ計 
画を 立て、 適宜 休憩を とる ようにし ましよう。 

• 錯覚に 注意 

単調な 道路 や 景観が 続く 郊外を 走って いると、 交差点を 見落とした 
り、 優先 関係を 誤ったり する ことがあります。 また、 バランスを 崩し や 
すい 二輪車は カーブ 半径 や 幅員に も 注意し ましよう。 
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i6. シートベルトの 正しい 着用 


シー トべ ル ト 着用の 現状 ) 

警察庁と JAF  (—般 社団法人 日本 自動車 連盟） の 合同 全国 調査に よると、 
シー トべ ル ト 着用 率は 全国 平均で 運転者が 一般 道 98. 8%  (高速 道 99. 6 
%) 、 助手席 同乗者が 一般 道 95.9%  (高速 道 98. 5%) であるのに 対し、 後 
部 座席 同乗者では 一般 道 38.0%  (高速 道 74.2%) という 結果でした。 

一方、 北海道では 運転者が 一般 道 98.7%  (高速 道 99.8%) 、 助手席 同乗 
者が 一般 道 95.1 %  (高速 道 99.7%) 、 後部座席 同乗者は 一般 道 39.1 %  (高 
速 道 87.4%) となって います。 

シー トべ ル トの 着用は、 平成 20 年 6 月から 後部座席に ついても、 運転席 や 
助手席と 同様に 義務 化されて います。 


| シートベルト 着用 状況 (平成 30 年 1 0 月 調査結果) 


Q シー トべ ル トの 着用と 交通事故 _ ) 

シー トべ ル トは 「あなた」 と 「同乗者」 の 命綱です。 

シー トべ ル トを しっかり と 着用す る 習慣を 付けて く ださい。 


•交通 死亡 事故と 着用 実態 

平成 30 年中の 自動車 乗車 中の 死者  、うち 非 着用 者の 死者  趣 


11 人 

34.4% 


運転者 

非 着用 者 1 


生存 可能 者 

21 人 

65.6% 
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•車 外 放出に よる 死者 数の 状況 (過去 3 年間) 


座席 別の 車 外 放出 死者 数 


座席 別の 生存 可能 者 数 


/ シー トべ ル トの 着用と その 効果〜 


• 車に 乗ったら、 まず シー トべ ル ト 

発進して から シー トべ 
ル トを かけて いる ケース 
をよ く 見かけます。 車に 
乗ったら 同乗者 全員が、 

まず 最初に シー トべ ル ト 
を 着用す る 習慣を 身に つ 
けて ください。 


• 時速 7km での 衝突が、 手足で 支え きれる 衝撃の 限度 

車が 衝突す ると、 車内に 固定され ていない 物 や 人は すべて、 それまで 
の 速度で 衝突した 方向へ 投げ出されます。 「両手 両足で ふんばれ 
ば •  •  •」 と 思っても、 大人が 手足で 支え きれる のは 150kg 前後、 時 
速に すると 7km ほどの 衝撃が 限界と いわれて います。 まして 時速 
40km、 50km では 到底 支え きれません。 


気象、 路面 変化の 状況判断と 意識の 切り替えが ポ イン ト 


冬季は 雪の 降り始めの 初冬 期と 厳冬期では 道路交通 環境が 大きく 異なる た 
め、 気象 • 路面 変化に 応じた 状況判断 や 運転 技法 • 意識の 切り替えが 安全 運 
転の 重要な ポ イン トになります。 

•季節 別 交通 死亡 事故 発生 状況 （1 月を 1 00 とした 死者 数の 指数 表示/過去 3 年間） 


It  冬季の 事故 要因 


① スリップ 事故 

スリ ップ 事故は 冬 型 交通事故の 大半を 占め 
ますが、 積雪 •圧雪 路面 や 凍結 路面での スリ 
ップが 原因と なって、 追突 や 正面衝突を はじ 
めと する 事故が 発生し ます。 


② 視界 不良に よる 事故 

強風に よる 地吹雪 や 激しい 降雪、 吹雪、 前 
車の 雪煙な どに よる 視界 不良が 原因と なって 
事故が 発生し ます。 
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③ 雪山に よる 事故 

道路 脇の 雪山の 陰 か ら 車が 出現したり 人が 急に 飛び出 してく る こと が 原因 
となって 事故が 発生し ます。 


④ わだちに よる 事故 

圧雪 路面に 生じた "わだち” に八ン ドルを 取られたり 車の コン ト ロールを 
失う ことが 原因と なっ て 事故が 発生 します。 

^ 冬 型 交通事故を 防ぐ ための 一般的な ポ イン ト 

• 冬の 交通 環境に 応じた 運転 感覚への 切り替え 

冬 道は 路面が 雪 氷に 覆われ、 夏 道とは 大きく 異なる 
•滑り やすい  •見えに くい 

• わだちが できる • 道路が 狭くなる 
などの 危険な 状況が 生じます。 これに 伴って 
• スリップ 事故 • 視界 不良に よる 事故 
が 多発し ます。 特に 秋から 冬への 季節の 変わり目は、 冬 道の 運転 感覚への 切 
り 替えの 遅れが 事故に つながる ケース も 目立ちます。 


• ゆとりを 持って 

運行 時間に 余裕を 持ち、 また、 目的地の 道路 状況 や 気象 状況を 事前に 把握し、 
安全な ルー トを 選定す る ことが 大切です。 特に 夜間の 運転、 長距離 運転 時は 
注意が 必要です。 

• 車間距離は 夏の 倍を 目安に 

冬 型 事故で 最も 多い のは、 スリップ による 追突 事故です。 前車の 走行 状況 
から 危険を 早めに 察知 するとと もに、 事故 回避に 必要と される 十分な 車間距 
離を 保つ ことが 必要です。 

• 早めの スピードダウン 

冬 道の 滑り やすい 路面 状況を しっかり 認識し、 周辺の 交通 状況の 変化に い 
つで も 対応で きる よう、 早めの ス ピー ド コン ト □ー ルを 心掛ける ことが 必要 
です。 
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• 雪山の 陰に 要注意 

道路 脇の 雪山の 陰からの 車の 出現 や 歩行者の 飛び出しを 想定し、 早めの 減 
速、 確実な 八ン ドル、 ブレーキ 操作を 心掛けた 「かもしれ ない 運転」 の 励行 
が 必要です。 


〜 季節の 変わり目と 厳冬期では 違う 路面 状況〜 


冬季 間の 道路は、 季節の 変わり目と 厳冬期では 異なった 路面 状況が 出 
現します。 


•季節の 変わり目 （秋から 冬、 冬から 春） 

• この 時期は 乾燥、 湿潤、 凍結、 圧雪な ど 路面 状況が 刻々 と 変化し ます。 

- 特に 初 冬季は 比較的 気温が 高いた め、 凍結 路面が 滑り やすく なって い 
ます。 

• 黒い ア スフ アル ト 路面の よう に 見える ブラ ック アイス ノ （ーン が 発生す 
る こと ちあります。 


•厳冬期 （12 月〜 2 月） 

•路面が 圧雪 凍結 状態に なり、 わだちが 出現し ます。 

• 吹雪 や 前車の 巻き上げる 雪煙、 道路 脇の 雪山な ど 視界 不良の 原因と な 
る 冬季 特有の 事故の 発生 要因と なる 環境が 出現し ます。 
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^ 暴風 雪な ど 悪天候 時の 事故 防止 ポ イン ト 

北海道では、 暴風 雪に 伴う 猛吹雪 や 吹き だまりに より 車が 立ち往生す 
る 中で、 排気ガス による 一酸化炭素中毒 や 寒さな どが 原因で 死傷 事故が 
発生して います。 

悪天候 時は 車の 使用を 控えるな どの 判断 も 必要です。 


(1) やむ を 得ず 車で 外出 するとき は 

•事前に 天気 や 道路 情報を 確認 するとと もに、 運転 中 も ラジオな どで 最 
新の 情報を 把握す るな ど、 道路 状況に 応じた 無理の ない 運転に 心がけ 
ましよ つ 0 

•吹雪 等で 車が 立ち往生した 場合に 備え、 防寒具、 長靴、 手袋、 スコッ 
プ、 牽引 ロープな どを 用意して おき、 十分な 燃料が ある ことを 確認し 
て おぎ ましよ ろ。 

•運転 中に 危険を 感じたら、 無理を せずに 最寄り の 道の 駅 や コン ビニエ 
ンスス トア などで 天候の 回復を 待ち ましよう。 


(2) もしも 吹雪な どで 車が 動け なくなった ときは 

籲 j  A  F 等の □—ド サービス、 緊急の 場合は、 消防 （119 香）、 警察 


(1 10 番） に 連絡して ください。 

❿八ザ ー ド ランプの 点灯 • 停止 表示 
板の 設置 • 発 炎 筒の 活用な どに よ 
り、 後続 車に 停止して いる ことが 
判る ように 合図し ましよう。 

♦車の マフラーが 雪に 埋まって 排気 
ガスが 車内に 逆流し、 一酸化炭素 
中毒を 起こす おそれが あ ります の 
で、 マフラーが 雪に 埋まらな いよ 
うに 除雪を しまし よう。 
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運転免許証 


誕生日の 1 か 月 前から 
誕生日の 1 か 月 後までの 2 か 月間 


(1) 免許証の 更新 手続き 

免許証の 更新 期間は、 誕生日の 1 か 月 前から 誕生日の 1 か 月 後までの 2 か 月 
間です。 有効期間が 満了す るまでに 免許証の 更新 手続きを して、 更新 時 講習 
を 受けなければ なりません。 


•運転免許証 

•更新 申請書 （警察署で 更新 手続 
をす る 場合は、 申請 用 写真 [3x 
2.4cm] が 必要） 

•手数料 


. 交通安全の しおり 


A 運転免許 手続きの あらまし 


優良 運転者 （一定の 条件が 付され r こ 方な どは 除きます。） は、 住所 地を 管轄す 
る 公安委員会 以外の 公安委員会を 経由して、 更新の 申請を する ことができます。 
(この場合は、 更新の 申請 期間は 誕生日の 1 か 月 前から 誕生日までの 1 か 月間です。） 


■更新の 特例 (期間 前 更新） 


病気 療養 や 海外旅行 等、 所定の やむ を 
得ない 理由で 更新 期間 内に 手続が できな 
いとき は、 更新 期間 前に 更新 手続を する 
ことが でぎ ます。 


•運転免許証 

•更新 申請書 （警察署で 更新 手 
続を する 場合は、 申請 用 写真 
[3x2.4cm] が 必要） 

•期間 前 更新の 理由を 証す る 書類 
•手数料 


(2) 免許を 失効した ときの 手続き 

♦ うっかり 更新を 忘れて しまったと きは… （うっかり 失効） 

免許証の 有効期限が 切れた 日から 6 か 月を 経過して いない "うっかり 失効 者" 
は 「特定 失効 者に 対する 講習」 を 受講し、 適性 試験に 合格 すれば、 免許証を 
交付して もらえます。 

•失効 後 6 か 月 を 経過す ると、 運転免許 試験を 改めて 受けなければ な り ませ 
ん が、 失効 後 1 年 以内で あれば、 大型 免許 • 中型 免許 • 準 中型 免許 • 普通 
免許 （1 種 *2 種） に 限り、 仮免許の 技能 試験 •学科試験が 免除され ます。 


免許証の 更新 期間 
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■うつかり 失効の 場合 


•期限切れの 運転免許証 
•運転免許 申請書 
•申請 用 写真 [3x2.4cm] 
•住民票 （本籍 記載の もの） 
•印鑑 
•手数料 


6 か 月 以内 


6 か 月 


★適性 試験に 
合格 すれば 
免許 交付 

※特定 失効 者に 
対する 講習の 
受講が 必要 


★仮免許の 
適性 試験に 
合格 すれば 
仮免許 交付 
※大型 •中型 •準 中型， 
普通 免許に 限る 


i_iii 國— I  _ 


海外 渡航 や 災害 等で、 やむ を 得ず 更新で きなかった ときは- 
(やむ を 得ず 失効） 


免許証の 有効期限が 切れた 日から 6 か 月を 経過して いない "やむ を 得ず 失効 
者" は 「特定 失効 者に 対する 講習」 を 受講し、 適性 試験に 合格 すれば、 免許 
証を 交付して もらえます。 

•失効 後 6 か 月を 経過した 者で も)、 失効 後 3 年を 経過し ない 場合に 限り、 や 
むを 得ない 事情が 止んだ 日から 1 か 月 以内で あれば 「特定 失効 者に 対する 
講習」 を 受講し、 適性 試験に 合格 すれば、 免許証を 交付して もらえます。 

_ 失効 後 6 か 月を 超え、 やむ を 得ない 
事情が 止んだ 日から 1 か 月 以上 経過 
した 場合は、 運転免許 試験を 改めて 
受けなければ なりません が、 失効 後 
1 年 以内で あれば、 大型 免許 •中型 
免許 • 準 中型 免許 • 普通 免許 （1 
種 -2 種） に 限り、 仮免許の 技能 試 
験 • 学科試験が 免除され ます。 

■やむ を 得ず 失効の 場合 


籲 期限切れの 運転免許証 
•運転免許 申請書 
籲 申請 用 写真 [3X2.4cm] 
•やむ を 得ない 事情を 証明す る 
書類 （病気の 診断書な ど） 
•住民票 （本籍 記載の もの） 
•印鑑 籲 手数料 


6 か 月 超 


>' 1 か圬以 咳〆 


1 か^^  • 


★適性 試験に 
合格 すれば 
免許 交付 

※特定 失効 者に 
対する 講習の 
受講が 必要 


★仮免許の 
適性 試験に 
合格 すれば 
仮免許 交付 
※大型 •中型 •準 中 
型 •普通 免許に 
限る 


1 年 超 


合  ♦  '  ♦ 

^  ★適性 試験に ★再 取得 
を  合格 すれば 
f  免許 交付 


※特定 失効 者に 
対する 講習の 
受講が 必要 


6 か 月 以内 


★適性 試験に 
合格 すれば 
免許 交付 

※特定 失効 者に 
対する 講習の 
受講が 必要 


3 年 超 


★再 取得 


★再 取得 


押： 
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(3) 免許を 紛失 •汚損した ときの 手続き 
♦ 免許証を 紛失して しまった ときは… （再交付 申請) 


免許証を 落としたり、 なくしたり、 火 
事で 燃えて しまったり など、 紛失 •滅失 
してし まった ときは、 再交付 申請を すれば、 
新しい 免許証を 交付 して もらえます。 

※ 「紛失した」 などと 偽って、 不正に 再 
交付を 受けたり すると 罰せられます。 


•再交付 申請書 

籲 申請 用 写真 [3x2.4cm] 

•身分証明書 

•印鑑 

籲 手数料 


♦ 免許証を 汚して しまった ときは 
… （再交付 申請） 


免許証を 水で 濡らして しまったり、 火 
で 焦がして しまった など、 汚損して しま 
ったと きは、 再交付 申請を すれば、 新し 
い 免許証を 交付 して もらえます。 


•再交付 申請書 

•汚損した 免許証 

❿ 申請 用 写真 [3x2.4cm] 

•身分証明書 

•印鑑 

•手数料 
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(4) 住所な どが 変わった ときの 手続き 


♦ 免許証の 記載事項の 変更 手続を 
しなければ なり ません。 （無料） 

記載事項 変更の 手続を 行なって いる 
駐在所 や 交番が あります ので、 管轄の 
警察署へ おたずねく ださい。 


•運転免許証 

•記載事項 変更 届 

_ 新 住所を 確認で ぎる 住民票 等 


①  住所の 変更 

住所が 変わった ときは、 速やかに 変更 
手続を しなければ なり ません。 

※変更 手続が 遅れる と、 更新 手続に 必要な 
新 連絡 書」 等、 大事 
な 通知 書が 送付され 
ません。 速やかに 変 
更 手続を 行って くだ 
さい 。 

②  氏名の 変更 

結婚す るな どして 氏名が 変わった ときは、 
速やか ( こ 変更 手続を しなければ なり ません。 


•運転免許証 
•記載事項 変更 届 
•住民票 （本籍 記載の もの) 


③ 本籍 • 国籍の 変更 

本籍 や 国籍が 変わった ときは、 速やか 
に 変更 手続を しなければ なり ません。 


•運転免許証 
籲 記載事項 変更 届 
•住民票 (本籍 又は 国籍 等の 
記載の ある もの） 

•旅券 等 (住民 基本 台帳 法の 
適用を 受けない 方） 


a  車両 故障 時の 対応 _ ) 

(1)  一般 道路で 車が 動か なくなった ときは 

•交通の 妨げに ならない 場所へ 移動し、 速やか 
に 修理な どの 措置を とる。 

• 夜間は 非常 点滅 表示灯な どの 点灯、 停止 表示 
器材の 設置な ど、 停止して いる ことが 分かる 
よう 合図す る。 昼間は 停止 表示 器材の 設置、 

ト ランクを あけるな ど 停止して いるの が 分か 
るよう 合図す る。 

- 道路に 故障 車両を そのまま 放置せ ず、 非常 点 
滅 表示灯の 点灯な ど 一時 措置 終了後、 速やか 

に JAF  (日本 自動車 連盟 / サービス コール 0570 
一 00 — 81 39/ 短縮 ダイヤル# 81 39) や 修理 

業者を 呼んで 車を 道路 外へ 移動させる。 

(2)  高速道路で 車が 動か なくなった ときは 

•他の 車の 走行の 妨害に ならない よう、 路肩 や路側 帯に 停止 させ、 時間帯に 
応じて、 昼間 または 夜間 用の 停止 表示 器材を 車の 後方に 置く。 夜間の 場合 
は 非常 点灯 表示灯、 駐車 灯 または 尾灯を 併せて 点灯す る。 

※停止 表示 器材を 設置す る 場合は、 後続 車に 十分 注意を する。 

•車内 や 車両の 前後での 待機は 危険な ので、 運転者、 同乗者と も ガード レー 
ルの 外な どの 安全な 場所に 速やかに 避難す る。 

- 付近の 非常 電話で 故障 状況を 通報す る。 非常 電話は 受話器を あげる だけで 
有料 区間では NEXCO 東 日本 （東 日本 高速道路 株式会社）、 無料 区間では 
北海道 開発 局に つながります。 

(3)  踏切 内で 車が 動か なくなった ときは 

故障 等に より 踏切 内で 車が 動か なくなった ときは、 一刻も早く 次の 方法で 
列車の 運転士に 知らせる とともに、 車を 踏切の 外に 移動 させなければ なり ま 
せん。 

• 警報機の 柱な どに 取り付けられ ている 押しボタン 式の 非常 ボタンを 押して 
列車に 合図す る。 

• 携帯して いる 発煙筒な どを 使い、 列車に わかる ように 合図す る。 
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^ 道路交通 情報の 活用  1 

(1)  テレビ •ラジオ 

• 日本 道路交通 情報 センター (平成 26 年 4 月 現在） 

テレビ/ NHK 帯 広 テレビ (3ch)  .NHK 函館 テレビ (3ch) 

AM 放送 (札 幌） /NHK(567KHz)  •  HBC( 1 287KHz)  -  STV(1440KHz) 
FM 放送/ NHK 札幌 （FM85.2MHZ)  .  AIR-G_  (80.4MHz) 

•  NORTH  WAVE  (82.5MHz) 

コミュニティ FM 放送/北海道 地区には、 コミュニティ FM 局 23 局 他 

※各 局 および 平日、 祝日、 土曜、 日曜に よって 放送時間が 異なり ますので タイム テー 
ブルで ご 確認く ださい。 

(2)  路側 放送 1 ,620kHz 

高速道路 や 一般 国道な どの 道路 沿いの 一定 区間で、 道路交通 情報を 放送して 
います。 

(3)  —般 電話 • 携帯電話 

• 日本 道路交通 情報 センター 

電話 サー ビス/全国 共通 ダイヤル 050 -3369-6666 

(PHS  'IP 電話な ど 一部の 電話からは 利用で きません。 下記 各 センターへ おかけく ださい） 

北海道 地方 情報/ 050-3369-660 1 
北海道 地方 高速 情報/ 050-3369-6760 

携帯 短縮 ダイヤル #801 1 

(4)  インタ ー ネット 

• 日 本 道路交通 情報 セ ン ター  http://www.jartic.or.jp/ 

全国の 高速道路、 一般 道路の 交通 情報を 5 分 おきに 提供す る 総合 サイ ト。 

• 北の 道 ナビ  http://northern-road.jp/navi/ 

(独) 土木 研究所 寒地 土木 研究所が 運営す る 道路 情報 総合 案内 サイ ト 
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• 北海道 開発 局 北海道 地区 道路 情報 

http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/ 


• 北海道 開発 局 公式 ツイ ッ ター •公式 フェイス ブック 


北海道 開発 局が 管理す る 高 規格 道路 
及び 国道の 異常気象 • 災害に よる 通 
行 止め 情報 等を 発信し ます。 

【Twitter】  【Facebook】 


• 北海道 • 北の 道の 駅 北海道の 「道の 駅」 総合 情報 サイ ト 

http://www.hokkaido-michinoeki.jp/ 

【携帯電話 版サ仆 の:: 次元 コード 1 


狂  交通事故の 損害賠償 など 


(1) 損害賠償と 示談 

交通事故の 損害賠償 額な どに 
つし へて は、 相手と 話し合い （示談） 
をして 決める ことになります。 
示談 屋 などの 介入を 避け、 弁護 
士や各 相談所に 相談す るよう に 
しましょう。 示談は お 互いに 誠 
意を 持って 臨む こと が 大切です。 

• 示談が 成立し なかった ときは 


示談が 成立 しない 時の 解決 方法と して 調停と 裁判が あり ます。 

調停は 簡易裁判所に 申請し、‘ 期日に 出頭す ると、 判事 や 調停 委員が 両者の 


折り合いの つく 案 （調停 調書） を まとめて くれます。 

示談 や 調停が 不調に 終わる と 裁判になります。 損害額が 60 万円 以下の 場合 
には 「少額 裁判」 という 簡易な 制度 もあります。 裁判では 多くの場合 「和解」 
が 勧められます。 和解に 応じれば 和解 調書が まとめられます。 

いずれも、 裁判の 確定判決と 同じ 効力を 持ちます。 詳しくは 保険会社 など 


に 相談 するとよ いでし よう。 
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(2)  交通事故 被害者への 警察からの 情報 提供 

警察では、 被害者 や 家族 （遺族） の 疑問に 応える ため、 担当 捜査 員 （被害 
者 対策 担当者） が 次の ような 情報を 可能な 限り 提供す る ことに なって います。 

- 加害者の 住所 • 氏名 • 年齢 等 

- 加害者の 検挙 状況、 送致 先 検察庁、 起訴 • 不起訴の 処分 結果、 起訴され た 
裁判所 

※加害者が 少年の 場合は、 提供 内容な どに 若干の 違いが あります。 

(3)  事故に よる 心の 傷の ケア 

事故の 被害に 遭った 人 やその 家族な どを 対象に、 心の 傷を 癒す ための カウン 
セリング 機関が あります。 悩み 事な どは、 こうした 機関に 相談す る こと も 一つ 
の 方法です。 

^ 交通事故の 相談 窓口 


北海道 警察 


北海道 警察 本部 相談 センター （011)241-9110  札幌市 中央 区 北 2 条西 7 丁目 本部 庁舎 内 
北海道 警察 本部 交通 捜査 課  （011 )  251 -01 1 0  札幌市 中央 区 北 2 条西 7 丁目 本部 庁舎 内 

函館 方面 本部 相談 センター  (0138)51-9110  函館市 五稜郭 町 15 番 5 方面 本部 庁舎 内 

(0166)34-91  10  旭川 市 1 条通 25 丁目 方面 本部 庁舎 内 
(0154)23-91 10  釧路市 黒金 町 10 丁目 5 方面 本部 庁舎 内 
(0157)24-91  10  北 見 市 青葉 町 6 番 1 方面 本部 庁舎 内 


(011)  204-5220  札幌市 中央 区 北 3 条西 6 丁目 道 庁 
渡 島 総合 振興 局 交通事故 相談所 (0138)47-9435  函館市 美 原 4  丁目 6-1 6 
空 知 総合 振興 局 交通事故 相談所 (0126)  20-0044  岩 見 沢 市 8 条西 5  丁目 
上 川 総合 振興 局 交通事故 相談所 (0166)46-5923  旭川 市 永 山 6 条 19 丁目 
オ ホー ツク 総合 振興 局 交通事故 相談所 (0152)41  -0783  網 走 市 北 7 条西 3  丁目 
釧路 総合 振興 局 交通事故 相談所 (0154)43-9151  釧路市 浦 見 2  丁目 2-54 


旭 J 丨 I 方面 本部 相談 センター 
釧路 方面 本部 相談 センター 
北 見方 面 本部 相談 センター 

北海道 交通事故 相談所 


十 勝 総合 振興 局  (0155)26-9249  帯 広 市 東 3 条南 3  丁目 


札幌市 交通事故 相談所  (011)211-2075  札幌市 中央 区 北 1 条西 2 丁目 札幌市 本庁 舎 1F 


(一 財） 北海道 交通安全 協会 


交通安全 活動 推進 センタ-内 交通事故 相談所 _Q1 1 )  737-8703  札 幌市北 区 北 30 条西 6 丁目 4-1 8 
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臓器 提供 意思表示 欄の 設置に ついて 

改正 臓器移植 法の 施行に 伴い、 免許証の 裏面に 臓器 提供 意思表示 欄が 設けられ ま した。 

V _ 一 - - - 〆 

* 臓器 提供 意思表示 欄の 記入は 目 由です。 また、 記載がない からといって、 運転免許 行政 上の 取扱いに 影響を 与える ものではありません。 


運転免許証の 裏面 


- 考— 


以下の 部分を 使用して® 器 提供に 閲 する 意思を 表示す る ことができます。 （E 入は 自由です〉 
纪入 する 場合は. 1 から 3 までのい すれ かの 番号を こ. で 囲んで ください， 

1 .  私は. 阳死律 乃び 心 膻が 停止した 死後の いすれ でも. 移 « のために 臟 器を 提供し ます- 

2 . 私は. 心« が » 止した 死後に 限り 移植の ために K 器を 提供し ます- 

3 . 私は. 颺 器を 提供し ません- 

<1 又は 2 を 通んだ 方で、 彳 S 供したくない 臓器が あれば. x をつ けて ください > 

[心 班. 肺 ■肝 臟_11  (じん) 臟 •辟 (すい) 臟 •小 踊. 眼球] 


1 《自* 署名〉 

J  {署名 年月日 > 


(1.2.3. いずれ かの 番号を 〇で 囲んで < ださい > 

私は、 脳死 後 及び 心臓が 停止した 死後の いずれで ち、 移植の ために 臓器を 提供し ます。 
-f-  2 .私は、 心臟が 停止した 死後に 限 D、 移植の ために 臓器を 提供し ます。 

3 .私は、 臓器を 提供し ません。 

<1 又は 2 を 選んだ 方で、 提供した < ない 臓器が あれば、 x をつ けて < ださい》 


[心臓 •肺 •肝臓 •腎臓 •薛臓 • 小腸 • 眼球] ] 

〇 特記 欄：  】 J 


(自筆 署名》 

(署名 年月日》 

年 

月 

日 

STEP 

0 意思の 選択 

自分の 意思に 合ろ 番号に ひとつ だけ 〇を してく ださい。 

a)  脳死 後 及び 心臓が 停止した 死後に 提供しても いいと 思 
われて いる 方は、 1 に〇 をして  <  ださい。 

b)  脳死 後での 臓器 提供は した <な いが、 心臓が 停止した 
死後は 臓器を 提供しても いいと 思われて いる 方は、 2 
に〇 をして < ださい (この場合、 法律に 基づ < 脳死 判定 
を 受ける ことはありません)。 

c)  臟 器を 提供した < な いと 思われて いる 方は、 3 に〇を 
してく ださい。 [STEP ④ へ] 

STEP 

〇 提供したくない 臓器の 選択 

1 か 2 に〇 をした 方で、 提供した < ない 臓器が あれば、 

その 臓器に x をつ けて <だ さい。 

なお、 提供で きる 臓器は、 それぞれ 以下のと おりです。 

脳死 後: 心臓 •肺 •肝臓 •腎臓 •塍臓 •小腸 •眼球 
心臓が 停止し た 死後 : 腎臓 •塍臓 •眼球 


STEP 

©特記 欄への 記載に ついて 

a)  組織の 提供に ついて 

1 か 2 に〇 をした 方で、 皮廣、 心臓 弁、 血管、 骨 
などの 組織 も 提供しても いい 方は、 r すべて J あ 
るいは 「皮 廣」 「心臓 弁」 「血管 j 「 骨 j などと 記入 
でぎ ます。 

b)  親族 優先 提供の 意思に ついて 

親族 優先 提供の 意思を 表示したい 方は、 日本 臓 
器 移植 ネット ワークの ホームページ 等で 「親族 
への 優先 提供に ついて j の 説明を お読みい ただ 
いた 上で 「親族 優先 J と 記入で きます。 

STEP 


©署名な ど 


本人の 署名 及び 署名 年月日を 自筆で 記入して  <  だ 
さい。 


^ 意思表示 欄 保護 シールに ついては、 右 記に お問い合わせく ださい。 【運転免許 試験場、 運転免許 センター、 免許の 更新ので きる 罾察署 など】 
^ ご 本人の 意思が 不明な 場合、 ご 家族の 承諾で 臓器を 提供す る ことができます。* 臟器 提供の 意思は、 家族に も 伝えて おき ましよ ろ。 


公益 社団法人  日本 臓器移植 ネットワーク ^0120-78-1069 

く パソコン サイト〉 http://www.jotnw.or.jp  くモ バイ ル サイト〉 http://www.jotnw.or.jp/rn 


このほか、 臓器 提供の 意思表示 に関する 質問 等に ついては、 以下の 連絡先に お問い合わせく ださい。 


臓器 提供 意思 
表示 欄の 記入 方法 
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平成 14 年 4 月 
平成 17 年 4 月 
平成 20 年 4 月 
平成 23 年 4 月 

平成 24 年 4 月 
平成 25 年 7 月 


初版 発行 「知る、 守る、 励行す る」 

第 2 版 発行 「知る、 守る、 励行す る」 

第 3 版 発行 「北海道を 安全に 走る ために」 

第 4 版 発行 「北海道を 安全に 走る ために」 

第 1 1 章 応急 救護 処置 (平成 24 年 4 月 削除) 
第 5 版 発行 「北海道を 安全に 走る ために」 

第 6 版 発行 「北海道を 安全に 走る ために」 


北海道 版 

北海道を 安全に 走る ために 

監修 北海道 警察 本部 交通 部 

発行 北海道 交通安全 活動 推進 センター 
〒〇 01 -0030 札 幌市北 区 北 30 条西 6 丁目 4-1 8 
TEL.(01  1)737-8701 

※この 「北海道を 安全に 走る ために」 の ご 意見 •ご 要望は 「北海道 交通安全 活動 推進 センター」 にお 寄せく ださい。 

※ 乱丁、 落丁の 場合は、 おとり かえいた します。 

V _ J 

平成 31 年 4 月 作成 


